
 

 

 

 

●水道事業の収入と運営について● 

「水道事業は独立採算を前提とする」つまり、水道料金の収入で運営するべきものです。 

しかし、北広島町においては料金収入だけでは費用が足りないため、町の一般財源から補填してもらって 

運営を継続している状況です。（北広島町に限らず、人口の少ない地域では同様の課題を抱えています） 

●水道事業収入の内訳● 

 平成２９年度における北広島町水道事業の収入については次の通りとなっています。 

 

  ◇給水収益・・・・水道料金による収入 

  ◇企業債・・・・・国から借りたお金 

  ◇一般会計繰入金・町の一般財源から 

           補填してもらったお金 

  ◇その他・・・・・分担金などの収入 

 

●一般会計繰入金の問題点● 

 一般会計繰入金の中には、基準内と基準外の２種類の繰入金があります。 

 基準内繰入金 

国が定めた基準に基づく繰入金 

水道契約者以外の住民も公共施設等で水道を 

利用したりするため、水道の維持管理の費用 

  の一部をみんなで負担する部分。 

  また、地方交付税として一部が国から入ってくる。 

 基準外繰入金 

 収入を費用にあてても足りなかった部分 

  赤字のままでは資金がなく運営できないため、 

町が不足分を補っている部分。 

 

 現状では一般財源からの繰入金なしでは事業の継続ができない状況となっています。全体の収入に 

おける基準外繰入金の割合も低くはありません。今後の水道事業の健全な経営の維持のため、収入に 

ついても見直していくことが必要です。 
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